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文法研究 ＊ 資料 

                               2023.5.18. 

北野 麻由 

＜文法研究の歴史＞ 

●鎌倉時代末期か室町時代初期  

『手爾葉大概抄』：実質語と機能語（てにをは）の識別に言及 

●江戸時代 

  本居宣長『てにをは紐鏡』（1771） 

富士谷 成章（なりあきら）『かざし抄』（1776）『あゆひ抄』（1778） 

⇒単語を「名・装・挿頭・脚結」に分類 

※名⇒体言  装⇒用言   

挿頭⇒代名詞、副詞、接続詞、感動詞、接頭辞  

脚結⇒助詞、助動詞、接尾辞  

●明治以降 

大槻 文彦 『広日本文典』（1897） 

山田 孝雄（よしお） 『日本文法論』（１９０８） 

『日本文法学概論』（１９３６） 

松下 大三郎（だいさぶろう） 『改撰標準日本文法』（１９２８） 

橋本 進吉 『国語法要説』（１９３４） 

時枝 誠記（もとき）『国語学原論』（１９４１）「言語過程説」 

三上 章（あきら）『象は鼻が長い』（１９６０）「主語廃止論」 

渡辺 実『国語構文論』（１９７１） 

寺村 秀夫『日本語のシンタクスと意味Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ』（１９８２・１９８４・１９９１） 
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＜国語文法と日本語文法の違い （文法用語）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

国語文法 日本語文法 

五段動詞 

1グループ、 u-verb、 

子音幹動詞、強変化動詞 

例）書く kak-u、話す hanas-u 

上一段動詞 

スペシャル 2グループ、 ru-verb、 

母音幹動詞、弱変化動詞 

例）見るmi-ru、起きる oki-ru、 

借りる kari-ru 

下一段動詞 

2グループ、 ru-verb、 

母音幹動詞、弱変化動詞 

例）食べる tabe-ru、教える oshie-ru 

サ変動詞、カ変動詞 

3グループ、 irregular verb、 

不規則動詞  

例）する、勉強する、来る 

形容詞 
イ形容詞 

例）高い、大きい 

形容動詞 
ナ形容詞 

例）きれい（な）、しずか（な） 
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＜国語文法と日本語文法の違い （動詞活用形）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語文法 日本語文法 

未然形 

ナイ形 

例）行かない 

意向形 

例）行こう 

連用形 

マス形 

例）行きます 

テ形 

例）行って 

タ形 

例）行った 

終止形 辞書形（原形） 

例）行く、行く人 連体形 

仮定形 
仮定形、バ形 

例）行けば 

命令形 
命令形   

例）行け 

 可能形  例）行ける 

 受身形  例）盗られる 

 使役形  例）行かせる 
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＜品詞の分類＞ by「まとめ上手 国文法」より抜粋 
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＜格の種類＞   ｂｙ「日本語教育能力試験に合格するための文法」  
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＜格助詞＞ by「国語教師が知っておきたい日本語文法」より抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



7 

 

＜複合格助詞＞ by「国語教師が知っておきたい日本語文法」より抜粋 
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＜副助詞＞ by「国語教師が知っておきたい日本語文法」より抜粋 
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＜接続助詞＞ by「国語教師が知っておきたい日本語文法」より抜粋 
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 ＜終助詞＞ by「まとめ上手国語文法」より抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


